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 The purpose of this study was to investigate the psychological effect by comparing changes in feelings and psychological condition 
before and after wearing the compression garment for sports. Two kinds of questionnaire investigations, Two-dimensional mood Scale 
and Psychological condition inventory, were executed for 50 non-athletes (35males and 15females) and 25 college athletes (21males and 
4females) before and after wearing the garment.  
 The result was as follows. (1) Regardless of the non-athletes or the athlete, it was shown that the activation level, the stability level 
and the degree of comfort were improved, and a moderate arousal level to sports was obtained by wearing the garment. (2) It was shown 
that the anxiety level of athletes and non-athletes was reduced, and there was an effect of promoting mental stability to sports. 
 In conclusion, by wearing the garment, the possibility of becoming one method of the lead into an appropriate psychological condition 
for sports was shown. 
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2 語を採用し、付録 1 の二次元気分尺度の改定版を作成し、
調査に用いた。 
 二次元気分尺度とは、心理状態を表す 8 つの質問項目に「0．
全くそうでない」から「5．非常にそう」までの 6 件法で回答
し、活性度、安定度、快適度、覚醒度の 4 尺度のスコアを算












































 4 ） 2 回目の測定は、ウェアを着用した状態で行わせた。 
 5 ）実験では最大でも 5 名の対象者が同時に測定を受けた
が、私語を交わさないよう指示した。 
 






































 表 2 は、群および時間ごとにみたスポーツに対する心理
的コンディション得点の平均、および心理的コンディション
得点を従属変数とし、群 (アスリート・愛好家) ×時間 (着
用前後)の二要因分散分析の結果を示したものである。なお、








付録 2 スポーツに対する心理的コンディション尺度 
 











  1 ) アスリート・愛好家に関係なく、ウェアの着用は、活
性度、安定度、快適度が高められ、スポーツ活動に適した心
理状態に導くことが示された。 



















    分散分析（F値）  
 群 着用前 着用後 交互作用 主効果（時間） 主効果（群） 多重比較 
活性度 アスリート 0.88 3.96 
4.842* 40.685*** 3.424† 
アスリート：前＜後*** 
 愛好家 2.75 4.25 愛好家：前＜後*** 
       前：アスリート＜愛好家* 
安定度 アスリート 2.88 5.24 
5.271* 23.643*** 3.835† 
アスリート：前＜後*** 
 愛好家 4.75 5.60 愛好家：前＜後* 
       前：アスリート＜愛好家** 
快適度 アスリート 3.76 9.20 
7.409** 46.924*** 4.833* 
アスリート：前＜後*** 
 愛好家 7.50 9.85 愛好家：前＜後** 
       前：アスリート＜愛好家** 
覚醒度 アスリート -2.00 -1.28 
0.007ns 3.101† 0.003ns 
 
 愛好家 -2.00 -1.35  




     分散分析（F値）  
 群 着用前 着用後 交互作用 主効果（時間） 主効果（群） 
一般的活気 アスリート 7.36 7.40 
0.817ns 1.428ns 0.460ns 
 愛好家 7.48 7.77 
闘志 アスリート 8.12 8.12 
0.005ns 0.005ns 1.783ns 
 愛好家 7.65 7.67 
競技失敗不安 アスリート 5.36 4.92 
0.318ns 11.516** 15.798*** 
 愛好家 3.96 3.35 










 2 ) スキンズ研究所，SKINS（2011年 1 月15日アクセス）， 
http://skins.ocnk.net/page/10． 
 3 ) UNDER ARMOUR(2010)UAリチャージコンプレッショ
ン，コーチング・クリニック11月号, pp.32. 
 4 ) 徳永幹雄(1998)競技者の心理的コンディションに関する
研究－試合前の心理状態診断法の開発－，健康科学
Vol.20, pp.21-30. 
 5 ) 今井恭子・他(2004)心理的コンディションの評価指標と
しての「気分チェック調査票」：競技場面と日常生活の
比較，第  2 回JISS国際スポーツ科学会議2004抄録集 , 
pp.81． 
 6 ) 坂入洋右・征矢英昭(2003)新しい感性指標－運動時の気
分測定－，体育の科学Vol.53，No 11, pp.845-850. 
 7 ) 江波戸弘和(2005)乗馬療法が肢体不自由児に与える影響
に関する研究－新たな指標による乗馬療法の検討－，ヒ
トと動物の関係学会学術発表審査会報告． 
 8 ) 山﨑将幸・他(2009)バドミントン選手におけるモチベー
ションビデオの試合直前視聴介入効果，体育測定評価研
究 Vol.8, pp.17-25. 
 9 ) 山﨑将幸・他(2006)継続的な「動機づけビデオ」の視聴
による心理的介入効果－女子中学生バドミントン選手へ
の適用－，九州体育・スポーツ学研究Vol.20,No2,pp.1-8．  
 
 
